
逢初川土石流の発生原因調査に関する地質調査（ボーリング）実施状況（12月13日現在）

Sy：中期更新世の

安山岩－玄武岩質安山岩溶岩及び火砕
岩

Sd：後期更新世－完新世の、山地緩斜面
堆積物（礫及び砂からなる）

※Sdは岩戸山等の古い崩壊地の堆積物
と考えられる。

5万分の1地質図幅
熱海

崩壊範囲

38m掘削完了 21m掘削完了

40m掘削完了

地質調査（ボーリング）でわかること

・ボーリングで採取した土から地層の種類
と厚さ

・ボーリングで採取した土で各種土質試験
を実施し、土の特徴や強度

・ボーリング孔の地下水位等から地下水
の流れの方向

流域界

Sｄ

Sｙ

50m掘削完了

35m掘削完了

・・・ボーリング実施箇所

№1ボーリング実施状況

地質調査（ボーリング）の目的

以下の点を把握するために地質調査
（ボーリング）を実施します

・どのような地層が、どのくらいの厚さで堆
積しているのか

・土はどのような特徴があり、どのくらいの
強度があるのか

・地下水はどこにあり、どのように流れて
いるのか
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コア写真 No.5
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φ＝10～30mmほどの角礫～亜角礫
を混入する軟らかなシルトである
。   
全体に粗砂を少量混入する。   
GL-1.5～2.0m間は褐色を呈し砂分
の混入が多い。   

φ＝5～30mmほどの円礫～角礫を
主体とする。   
L＝100～180mmほどの安山岩や溶
岩からなる玉石を多く混入してい
る。   
礫間を充填する基質は、シルト分
を多く含む中砂～粗砂である。  
GL-5.8～6.0m間は、円礫が主体で
ある。   
GL-4.8m付近で循環水が逸水する
。   
GL-7.23～7.55m間には、木片が多
く混入している。   

φ＝5～40mmほどの亜円礫を主体
とし、まれにφ＝65mmほどの礫も
点在している。   
礫間を充填する基質は、シルト分
を多く含む粗砂である。   

シルト混じり礫状コアで採取され
る。
礫は、風化残りの安山岩礫である 
。
GL-9.4～9.9m間は、棒状コアのよ
うに採取され、やや硬い感触はあ
るが、指で容易に潰すことができ
るほどの硬さである。
GL-9.9～10.0m間は、礫状コアで
採取される。

硬質な礫状～短柱状～棒状コアで
採取される。   
斜め、縦キレツは存在するが、キ
レツ面に変色はなく、粘土を挟在
している箇所も少ない。
コアは、ハンマーの打撃でないと
割れないものが主体である。   
GL-13.0～13.75m間には、礫状～
短柱状コアで採取される変質安山
岩であるが、脆いコアが多い。  
GL-14.55m付近には、1.0cmほどの
厚さで粘土を挟在している。   
GL-17.1mまでは、キレツ面やコア
の外周に光沢があるが、17.1m以
深は粗面となる。   
GL-15.0～15.15m、18.7～19.3m、
19.5～20.0m間は、礫状コアで採
取される。   
GL-19.7～21.0m間は、横や斜めの
キレツが多くなり、礫状コアが主
体である。   
GL-20.2～20.4m間は、灰色を帯び
ている。   
GL-21.65～22.25m、22.4～22.5m
間は、変質安山岩を挟在している
。   
GL-19.7～22.7m間は光沢のあるコ
アが主体であるが、22.7～25.9m
間は粗面な棒状コアで採取される
。   
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事 業 ・ 工 事 名 

調 査 名 （仮称）令和3年度逢初川地質調査 

北 緯  35ﾟ 07' 19.1357" 

東 経 139ﾟ 04' 15.4480" 

   

試 錐 機 YBM-05DA-2 

エンジン NFAD-8  ポ ン プ V5-P 
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ボーリング名 No.5  

発 注 機 関 静岡県熱海土木事務所 

孔 口 標 高
 H= 

 403.27m 

調 査 期 間  令和3年11月17日～ 令和3年12月 4日 

調 査 位 置 静岡県熱海市伊豆山地先 

電 話 

調査目的及び調査対象 

  

標

尺

　

標

高

　

深

度

　

工
学
的
地
質
区
分
名(

模
様)

工

学

的

地

質

区

分

名

色

調

風

化

の

程

度

変

質

の

程

度

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

岩

級

区

分

コア採取率

最大コア長

ＲＱＤ

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

深 度 － Ｎ 値 図

Ｎ

値

深

度

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

 

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

原

位

置

試

験

室

内

試

験

削

孔

月

日

削

孔

速

度

孔

径

・

孔

壁

保

護

給

圧

回

転

数

送

水

圧

削
孔
水
・
送
水
量

排

水

量



  2 5

  2 6

  2 7

  2 8

  2 9

  3 0

  3 1

  3 2

  3 3

  3 4

  3 5

  3 6

  3 7

  3 8

  3 9

  4 0

  4 1

  4 2

  4 3

変質安山
岩

An

 377.37

 363.27

 25.90

 40.00

青灰

白灰

青灰

礫状～短柱状コアを主体に採取さ
れる。                        
軟らかいコアとやや硬いコアが認
められ、軟らかいコアは指で容易
に潰すことができ、やや硬いコア
であってもカッターナイフで削る
ことは可能である。            
斜めキレツや細かなキレツが存在
するが、キレツ面は密着している
。                            
GL-29.5m以深から全体にやや硬い
コアが主体となる。            
GL-38.0～40.0m間は、白灰色を帯
びている。                    
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コア写真 No.3
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φ＝10～30mmほどの亜角礫～角礫
を主体とする。   
基質はシルト分を多く含む中砂～
粗砂である。   

φ＝5～10mmほどの亜円礫～亜角
礫～角礫を混入している。   
砂分は細砂～中砂が主体である。
全体に湿潤で軟らかい。コアは、
指で容易に潰すことができる硬さ
である。   
所々に小さな木根を混入している
。   
GL-2.3～2.4m、2.6～3.6m、4.6～
5.0m、5.9～6.2m、7.0～7.3m、7.
8～8.7m、8.9～9.1m、9.6～10.1m
間は礫分や細砂～中砂の混入が多
い。   
GL-2.6～3.6m間には、プラスチッ
ク片やレンガ片を混入している。
GL-4.0～4.1m間には、プラスチッ
ク片が混入している。
GL-6.05m付近とGL-8.96～9.7m間
には、大きな木片が混入している
。   
GL-1.0m付近、2.0～2.1m間、4.8m
付近、9.9～10.0m間には、コンク
リート片を混入している。
GL-10.1～10.4m、10.7～10.75m、
11.8～11.9m間は、硬質な安山岩
の玉石である。   

玉石を混入する砂礫である。   
基質はシルト分を多く混入する中
砂～粗砂である。   
全体に固結気味である。   
礫はφ＝5～30mmの亜角礫～角礫
を主体とし、玉石はL＝10cmほど
である。   
玉石は、硬質な安山岩からなるが
、キレツは認められる。   
GL-13.9～14.0m間は、軟らかな礫
混じりシルトであるが、中砂も少
量混入している。   
小さな木根も混入している。   
粘土状～砂状～礫状コアで採取さ
れる。   
岩芯まで風化・変質しているが、
岩構造は認識できる。   
コアは指で容易に潰すことができ
る。
GL-16.35～16.9m間は、やや硬い
コアで採取されるが、横キレツが
発達している。 

硬質な短柱状～棒状コアで採取さ
れる。   
斜め・縦キレツは認められ、開口
しているものもある。   
GL-18.0mまでは、キレツ面が褐色
化している。   
GL-17.9～18.7m間は、やや変質し
ており、カッターナイフで小さく
削ることができる。   
GL-20.3～21.7m、24.5～26.35m、
27.3～27.7m、30.15～30.35m間は
、暗青灰色～青灰色の色調を呈し
、やや軟らかいコアが主体である
。   
コアは指で潰すことはできないが
、カッターナイフで削ることがで
きる。
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事 業 ・ 工 事 名 

調 査 名 （仮称）令和3年度逢初川地質調査 

北 緯  35ﾟ 07' 18.4226" 

東 経 139ﾟ 04' 16.7534" 

   

試 錐 機 YBM-05DA-2 

エンジン NFAD-8  ポ ン プ V5-P 

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ 
鉛
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向
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 西  東 

180ﾟ 南 

角

度

180ﾟ

 上 

 下 

 0ﾟ 

 90゚

 0ﾟ
総 削 孔 長 38.00m 

ボーリング名 No.3  

発 注 機 関 静岡県熱海土木事務所 

孔 口 標 高
 H= 

 401.31m 

調 査 期 間  令和3年10月15日～ 令和3年11月 2日 

調 査 位 置 静岡県熱海市伊豆山地先 

電 話 

調査目的及び調査対象 
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GL-23.7～24.0m間はキレツが多く
、礫状コアとなる。            
小さな黄鉄鉱片や石英脈を混入し
ている。                      

礫状～短柱状コアで採取される。
粘土棒状コアのように採取される
部分でも、指で潰すと礫状や板状
となる。                      
やや硬いコアであっても、カッタ
ーナイフで削れるほどの硬さであ
る。                          
細かいキレツは認められるが、大
半は密着している。            
GL-31.25～31.4m、33.85～33.95m
、34.15～34.5m、34.6～34.9m間
は、白灰色の色調をていしている
。                            
GL-36.4～36.65m間は、薄く紫灰
色を帯びている。              
GL-37.0～37.4m間は、暗灰色～紫
灰色を帯びている。            
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暗褐灰
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黄褐灰
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黄褐灰

青灰

φ＝5～10mmほどの亜角礫～角礫
を混入している。   
L＝50～100mmほどの玉石が点在し
ている。   
砂は凝灰質な中砂～粗砂である。
玉石は、硬質なものと風化したも
のとがあり、風化したものは指で
潰れるものもある。   
GL-2.9～3.2m、4.6～4.7m、5.0～
5.3m間は、硬い玉石である。   
GL-2.5～2.9m、3.55～3.95m、5.3
～5.8m間は、風化した脆い玉石で
ある。   
風化した玉石でもキレツは認識で
きる。   
GL-5.8～6.0m間は、褐灰色を呈す
るシルトが挟在している。   

粘土状～礫状～短柱状～棒状コア
で採取される。   
岩芯まで風化・変質が進んでいる
が、岩構造は確認できる。   
全体に軟質であるが、指で容易に
潰すことはできない。   
やや硬い短柱状や棒状コアは、キ
レツが認められる。キレツ面は黒
褐色を呈している。
GL-7.0～8.2m間は、やや硬い粘土
状コアとなっている。
GL-8.7m以深は、やや硬いコアが
主体となるが、カッターナイフで
削ることは可能である。
GL-10.1～10.9m間は、橙色を帯び
ている。
GL-11.4～12.1m間は、亜円礫が取
り込まれている。
GL-12.65～13.3m間は、軟らかな
粘土状コアである。

粘土状～礫状～棒状コアで採取さ
れる。   
岩内部まで変質し、軟質化したコ
アが多い。
GL-16.1mまでは、指で容易に潰れ
るほど軟らかな粘土状コアである
。   
GL-16.1m付近よりやや硬いコアと
なるが、斜め、横キレツが認めら
れる。   
キレツ面は密着しているものが多
いが、GL-18.2m付近まではキレツ
面が褐色化している。   
GL-18.7～18.8m間は、粘土状コア
である。   
GL-18.7～18.8m間は、礫状コアで
ある。   
GL-22.9～25.35mまでは、やや硬
いコアが主体となり、、キレツも
少ない。   
GL-25.35mより、硬いコアと軟ら
かなコアが交互に採取される。  
キレツは認められるが、キレツ面
の変色はない。   
GL-27.0～27.3m間は、暗灰色の硬
いコアである。   
GL-28.0～28.7m間は、礫状～粗砂
状コアである。   
GL-31.2～32.5m、32.85～34.0m間
は、硬い礫を含む軟らかな粘土状
～砂状コアである。   
GL-34.0～35.05m間は、礫混じり
粘土状～粘土質礫状コアである。
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事 業 ・ 工 事 名 

調 査 名 （仮称）令和3年度逢初川地質調査 

北 緯  35ﾟ 07' 20.7514" 

東 経 139ﾟ 04' 15.6254" 

   

試 錐 機 YBM-05DA 

エンジン NFAD8EK  ポ ン プ V5-P 

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ 
鉛
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向
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180ﾟ 南 

角
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 上 

 下 

 0ﾟ 

 90゚

 0ﾟ
総 削 孔 長 50.00m 

ボーリング名 No.2  

発 注 機 関 静岡県熱海土木事務所 

孔 口 標 高
 H= 

 410.83m 

調 査 期 間  令和3年10月 7日～  年  月  日 

調 査 位 置 静岡県熱海市伊豆山地先 

電 話 

調査目的及び調査対象 
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GL-35.45～35.7m間には、細かな
キレツが認められるが、変色はな
い。   
GL-35.7～37.2m間は、軟らかな礫
混じり粘土状コアとなっている。
GL-36.6～37m間は、コアが落下し
、乱れた軟質なコアとなっている
。   
GL-37.2～38.0m間は、やや硬いコ
アとなり、灰色を帯びている。
硬いコアには、表面が剥離するも
のがあり、剥離した面には光沢が
見られる。   
GL-38.0～39.5m間は、指で潰れる
ほどの硬さの礫混じり粘土状コア
である。   
GL-38.5～38.8m間間は、礫状コア
が主体である。   
GL-39.5m付近よりやや硬くなるり
、キレツも認識できる。   

短柱状～棒状コアで採取される。
ハンマーの打撃で金属音を発する
ほど硬質である。   
斜め・横キレツが認められるため 
、完全な棒状コアは少ない。   
キレツは開口しているものが多い 
。キレツ面は褐色を呈し、粘土を
薄く挟在している箇所もある。  
GL-48.55～48.65m間には、白灰色
を呈する変質安山岩が挟在してい
る。   
変質安山岩は、カッターナイフで
削ることができるほどの硬さであ
る。   
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暗灰紫

青灰

φ＝5～30mmほどの角礫～亜角礫
を主体としている。   
基質はシルト分を多く含む中砂で
ある。   
GL-0.2～0.4m、0.5～0.6m間は、
コンクリート片を混入している
硬質な安山岩からなる玉石が重な
りあうように分布している。   
玉石には、キレツが認められる。
GL-2.3～2.7m間の玉石は、多孔質
である。   
GL-1.05～1.3m、1.5～1.8m間は、
褐色のシルト質礫を挟在している
。   
GL-2.0～2.1m間は、褐色のシルト
質砂を挟在している。   
凝灰質な礫混じりシルトである。
中砂～粗砂も混入している。   
全体にやや固結気味であるが、砂
分を多く含む箇所や礫分を多く含
む箇所があり、不均質である。  
GL-3.7～3.8m、4.0～4.2m間には
、硬質な安山岩の玉石が点在して
いる。   
φ＝30～50mmほどの角礫を主体と
している。   
基質はシルト分を多く含む凝灰質
中砂であり、やや固結気味である
。   
L＝110～117mmほどの玉石も点在
している。   
φ＝5～10mmほどの礫や砂分を含
むシルトである。   
硬い部分と軟らかい部分とがある
。   
GL-6.35m付近には、黒色の木片を
混入している。   
GL-6.5～6.6m間は硬質な玉石、GL
-6.7～3.9m間は風化した脆い玉石
が混入している。
固結したシルトであり、指で潰す
ことはできない。   
軟らかなシルトである。   
GL-7.7m以深は、φ＝10mmほどの
礫や粗砂を混入している。   
固結した火山灰質シルトである。
φ＝5mmほどの硬い礫とくさり礫
が少量混入している。   
GL-8.85m以深は、暗灰色となる。
凝灰質なシルトである。   
φ＝10mmほどの亜角礫を混入して
いる。   
GL-9.1～9.2m間は、安山岩のくさ
り礫である。   
GL-9.2～9.25m間は、硬質な安山
岩礫である。   
粘土状～砂状礫状～短柱状コアで
採取される。   
岩芯まで風化・変質しているが、
岩構造は認識できる。   
コアはどこからでも潰すことがで
きる。
GL-10.5～10.8m間は、軟らかな粘
土状コアである。
GL-12.0～12.65m、13.9～14.05m
間は、礫混じり粘土状コアである
。
GL-15.1～15.2m間は、細礫状コア
である。
短柱状コアで採取される部分では
、細かなキレツが認められるが、
キレツ面は密着し、変色も認めら
れない。   
GL-15.9～16.0m間は、青灰色の色
調を呈している。   
粘土棒状～礫状コアで採取される
。   
コアはカッターナイフで削ること
ができるほどの硬さであるが、指
で潰すことができる箇所は少ない
。
やや硬い部分では、斜め・横キレ
ツが認められるが、キレツ面は密
着している。   
GL-20.3～20.8m、22.7～22.9m、2
3.05～23.9m間には、黒灰色を呈
する硬い安山岩である。   
硬い安山岩には、キレツが認めら
れるが、キレツ面は密着している
。   
石英脈を挟在している。   
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礫状～短柱状～棒状コアを主体に
採取される。   
硬い安山岩であるが、斜め・横キ
レツが存在している。
キレツ面が開口している箇所もあ
るが、粘土の挟在は認められない
。
GL-25.6～25.7m、27.3～27.5m間
は、礫状コアで採取される。
GL-27.15～27.3m間は、紫灰色を
帯びている。

棒状コアを主体に採取されるが、
硬い部分とやや軟らかな部分とが
ある。   
コアはカッターナイフで削ること
ができる。
GL-30.0～30.1m間は、硬質な安山
岩である。

礫状～短柱状～棒状コアで採取さ
れる。   
斜め・横キレツが多いため、完全
な棒状コアで採取されるコアは少
ない。   
安山岩内に泥岩が取り込まれたも
のと推測できるが、安山岩の割合
より泥岩の割合のほうが圧倒的に
多い。   
全体に硬いコアで採取されるが、
カッターナイフで削ることは可能
である。
キレツ面は開口している箇所もあ
る。また、僅かに変色している箇
所もある。   
キレツ面には光沢がある。
石英脈を挟在している。
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